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擁壁の一部に６Ｃｍのズレと水抜き穴から　　　　　　　　　　　　ｉ

１９　　　 のｉ 水痘Ｓあ ゜た が｀ ｔｌ 常ａｌなｊ水は

逆Ｔ　　該当　無　 有　 無　 無　 無　　マ　無　 Ｓ５ １　 後　 ・・化　 ／か　ｌ詔ご琵黯詔習習Ｊ　８２ ５３Ｆ　 無　　なし　変形
｜｜ 類　　　 切迫 して いる 状２ には なく 、対 策の緊

急性はないと 串り断した。

該当　 無　 無　 無　 無　 無　　 無　　無
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末端部は法酉とな り、 恒常的湧水や変
状はなく。直ちに変形等の危険性はな
い（経過観察）。 盛土上面に住居はな

小ｙＺｉ１１１２ぱ黯？でｊ　 Ｃ　 ２ｙｉ　 無　　なし　 変Ｓ
り、 優先度は低いと判断した。 また、
災害発生のおそれが切迫している状ＩＲ
にはなく 、対策の緊急性はないと１』断
した。

擁壁には平成２９年にアンカーエと現場
打ま枠工が施工されており 、Ｍ策工螯

３４　 ／ｊｘ　 ｌｌである。 そのため４・の・二まス
クリーニング揖亶をする必要がないと
やｌ断した。

Ｂ２　１８Ｆ　 無　 Ｓｉａｉ１１　崩壊

Ｉ第 二次 スク リー ニン グ調 査心 要なし
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